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博物館だより

　
現
在
、
彦
根
城
博
物
館
が
所
蔵
す
る
井
伊
家
伝
来
資
料

に
は
、
彦
根
藩
の
藩
主
や
そ
の
子
弟
に
関
わ
る
装
束
は
ご

く
僅わ

ず

か
し
か
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
藩
主
が
ど
の
よ
う
な

装
束
を
用
い
て
い
た
の
か
を
、
数
少
な
い
作
品
か
ら
知
る

こ
と
は
困
難
で
す
が
、
関
連
す
る
古
文
書
を
紐
解
く
こ
と

で
、
そ
れ
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
小こ

納な
ん

戸ど

役や
く

日に
っ
き記
」（
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
）
は
、
主
に

藩
主
が
使
う
道
具
の
管
理
を
担
当
し
た
役
職
、
小
納
戸

役
の
職
務
日
誌
。
こ
の
日
誌
に
は
、
藩
主
の
行
動
と
共

に
、
着
用
し
た
装
束
や
刀
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
例
と
し
て
、
10
代
直な

お

幸ひ
で

（
１
７
３
１
～
１
７
８
９
）
が
彦

根
在
国
中
の
、
明
和
８
年
（
１
７
７
１
）
２
月
８
日
の
記

事
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
日
は
、
藩
主
と
家
臣
全
員
と
が
対
面
す
る
惣そ

う

出
し
ゅ
っ

仕し

の
日
で
す
。
そ
の
た
め
、
直
幸
は
朝
、
藩
主
の
居
室

で
あ
る
御
殿
の
奥
向
き
か
ら
政
務
を
執
る
表
向
き
へ
出

る
と
、
白
の
綿
入
り
の
襦じ

ゅ

袢ば
ん

、
下し

た

召め
し

（
下
着
）
に
黒
の
小こ

袖そ
で

、
裏
地
付
き
の
裃

か
み
し
もに

召
し
替
え
（
着
替
え
）
て
、

家
臣
と
対
面
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
登
場
す
る
裃
と

は
、
同
じ
生
地
で
仕
立

て
ら
れ
た
肩か

た

衣ぎ
ぬ

と
袴は

か
ま

の

セ
ッ
ト
で
、
江
戸
時
代

の
武
士
の
平
服
で
し
た
。

写
真
は
、
彦
根
藩
士
の

家
に
伝
来
し
た
橘

た
ち
ば
な

紋も
ん

付

き
の
裃
で
、
井
伊
家
か

ら
の
拝は

い

領り
ょ
う

品ひ
ん

と
み
ら

れ
、
藩
主
が
用
い
た
裃
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
も

の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
惣
出
仕
が
済
む
と
、
腰
部
分
に
の
み
文
様
を
表
し
た

熨の

斗し

目め

と
い
う
小
袖
と
、
肩
衣
と
丈
の
長
い
袴
の
セ
ッ

ト
で
あ
る
長な

が

裃か
み
し
もに
着
替
え
、
井
伊
家
の
菩
提
寺
・
清せ

い

凉り
ょ
う

寺じ

に
参
詣
し
ま
し
た
。
こ
の
日
が
、
養
父
・
８
代
直な

お

定さ
だ

が
亡
く
な
っ
た
日
（
祥
し
ょ
う

月つ
き

命め
い

日に
ち

）
に
あ
た
る
た
め
で
す
。

直
幸
は
毎
月
、
実
父
・
７
代
直な

お

惟の
ぶ

、
養
父
・
直
定
、
２

代
直な

お

孝た
か

の
月
命
日
に
清
凉
寺
へ
参
詣
し
て
お
り
、
こ
の

時
に
は
平
服
の
裃
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

祥
月
命
日
の
参
詣
は
、
２
月
８
日
の
よ
う
に
熨
斗
目
と

長
裃
で
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
装
束
は
、
幕
府
の
儀
礼

で
も
使
用
さ
れ
る
礼
装
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

重
要
な
日
に
は
、
平
服
よ
り
も
フ
ォ
ー
マ
ル
な
格
の
高

い
装
束
が
選
ば
れ
て
い
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
し
て
参
詣
が
済
み
、
御
殿
に
戻
る
と
、
礼
装
か
ら

日
常
着
に
着
替
え
、
昼
す
ぎ
に
奥
に
入
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
藩
主
は
、
儀
礼
や
行
事
の
内
容
と
重

要
度
に
応
じ
て
装
束
を
使
い
分
け
、
時
に
は
、
日
に
複

数
回
の
召
し
替
え
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
小
納
戸
役
日
記
」
に
は
、
藩
主
の
装
束
だ
け
に
留

ま
ら
ず
、
日
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

他
の
古
文
書
と
共
に
読
み
解
く
こ
と
で
、
藩
主
の
日
常

生
活
の
解
明
に
繋
が
る
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。　
　
　
　
【
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員　
茨
木 

恵
美
】

儀
礼
や
行
事
に
応
じ
て
御
召
し
替
え
―
藩
主
の
装
束
― 

▲黒地橘紋付き裃（個人蔵）

第318回

写
真
の
作
品
は
、
テ
ー
マ
展
「
大
名
の
装
い
―
井
伊

家
伝
来
装
を
中
心
に
―
」
で
、
３
月
17
日
㈮
～
４
月

17
日
㈪
の
期
間
、
展
示
し
ま
す
。

問 消防本部予防課☎22-0332　FAX22-9427消防だより

令和 4 年中　火災・救助・救急事案の発生状況 
※（　　）内は令和 3 年中

火災件数 40件
24 件　建物火災 （19件）
0件　林野火災
4件　車両火災
12件　その他
3 人死者 （2人）

出場件数 47件

2 件　火災
23件　交通事故
0件　風水害
6件　水難事故
16件　その他

（38件）

（2件）
（1件）
（16件）

出場件数

　急病
　一般負傷
　交通事故
　その他

6,537 件

4,671 件
955件
416件
351件

火災 救助 救急

※主な出火原因～多い順～
令和 4年：こんろ、たき火、放火、火遊び
令和 3年：たばこ、たき火、放火の疑い、こんろ

（53件） （5,654 件）

全国山火事予防運動

　春は、空気が乾燥し、枯葉や枯草も多いため、山火事発生の
危険性が高くなります。山火事を防ぐため、枯草などのある場
所や、強風時・乾燥時には、たき火をしないでください。たば
この吸殻は必ず消すとともに、投げ捨てはしないでください。

住宅火災　いのちを守る　10 のポイント

▶︎ 4 つの習慣
①寝たばこは、絶対にしない、させない。
②ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
③こんろを使うときは火のそばを離れない。
④コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。
▶ 6 つの対策
①火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろなどは

安全装置の付いた機器を使用する。
②火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期

的に点検し、10 年を目安に交換する。
③火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、

衣類およびカーテンは防炎品を使用する。
④火災を小さいうちに消すために、消火器などを設置

し、使い方を確認しておく。
⑤お年寄りや体の不自由な人は、避難経路と避難方法

を常に確保し、備えておく。
⑥防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域

ぐるみの防火対策を行う。

2022 年度全国統一防火標語（2022 年 3 月 22 日発表）

「お出かけは  マスク戸締り  火の用心」

問 消防本部警防課☎ 22-0337　FAX 22-9427

春季火災予防運動（3 月 1 日㈬〜同 7 日㈫）

彦根城博物館☎22-6100　　22-6520
https://hikone-castle-museum.jp/
開館時間　8：30～17：00（入館は 16：30まで）

FAX

　博物館では上記の期間中、館内設備の改修工事に加え、年末休館を行うため、長期休館いたします。なお、令和5年
(2023年)1月1日(日・祝)より、通常どおり開館いたします。

テ

ー

マ

展

常

設

展

示

の

名

品

■ スライドトーク 
【日時】7月23㈯14：00～（30分程度）
【解説】当館学芸員　【場所】講堂  
  ※無料（観覧料は別途必要） ※当日受付（先着35人、受付は13：30～）

8月31日㈬まで

湖東焼　赤絵金彩翡翠図建水　鳴鳳作

　常設展示「“ほんもの”との出会い」では、譜代
大名筆頭・井伊家に伝来した名宝を中心に80点あま
りを展示しています。

常
設
展
示
の
名
品

　彦根城博物館では、さまざまな情報をタイムリー
に発信するため、「彦根城博物館Tw i t t e r
（@hikone_museum）」を令和3年10月に開設し
ました。　　
　展覧会、講座、イベントなどに関する情報をはじ
め、展示作品の見どころや四季折々の博物館の様子
などを随時お知らせしています。
　下のQRコードから、ぜひフォローをお願いします！

Twitterで情報発信中

11月7日㈪まで

「上田道三ー彦根の歴史風景を描くー」　上田道三(1908～84)は彦根に生まれ、京都や奈良で絵を学んだのち彦根に戻り、城郭や古民家等を愚直に描き続けた画家です。本展で
は、道三が描いた彦根の風景画を中心に、画壇で活躍した若き日の作品も展示し、その画業の全貌を紹介します。

　抹茶を点てる際
に用いる建水とい
う茶道具で、使っ
た水を捨てる器で
す。本品は、江戸
時代後期に彦根城
下で制作された湖
東焼で、名工とし
て知られる鳴鳳の
華麗な絵付が映え
る優品です。

▲赤絵金彩翡翠図建水

特

集

展

示

企画展関連講演会

「井伊家伝来刀剣　名刀の履歴書」

　江戸時代、彦根藩井伊家が有した刀剣の中には、名物をはじめとする
名刀の数々が確認できます。これらの来歴や魅力について、古文書や写
真などを通して紹介します。

【日時】11月19日㈯14:00～15:30
【解説】当館学芸員　
【場所】講堂
　※資料代100円
（観覧料は別途必要）
　※当日受付
（先着50人、受付は13:30～）

「松居石材商店からみる近代彦根」

　松居石材商店は、江戸時代に彦根の城下で創業した石工職人の店です。
近代以降、その技術を活かして幅広く事業を手がけ
ていく近代彦根の石材店を紹介します。

【日時】9月17日㈯14:00～15:30
【講師】当館学芸員　【場所】講堂　
　※資料代100円（観覧料は別途必要）
　※当日受付（先着50人、受付は13:30～）

特
集
展
示
関
連
講
座

企

画

展

　井伊家13代直弼の愛娘弥千代(1846～1927)の大揃いの雛道具を、地
元の旧家に伝来した古今雛や御殿飾りなどとともに一挙公開。春の訪れ
を告げる恒例の展示です。

▲蝋色塗鞘大小拵・小さ刀拵
　ろいろぬりさやだいしょうこしらえ

・ちいさがたなこしらえ　

講

座

　井伊直弼は、天保 5 年
（1834）、養子縁組のため江
戸に行き、1年余り滞在しまし
た。直弼自作の旅日記「露分
衣」などから、当時の直弼が
置かれた状況や彼の心境を
探ります。

【講師】当館学芸員　【場所】講堂
※資料代100円（観覧料は別途必要）
※当日受付（先着35人、受付は13：30～）

　彦根城博物館の学芸員が、各自の研究テーマについて、
日頃の研究の成果を踏まえて解説します。

＜ 私の研究最前線 ＞

6月4日㈯14:00～15:30
「二十歳の直弼、江戸へゆく」

公

開

研

究

会

　当館では「殿様の日常生活」の解明に向け、共同
研究を進めています。今年度の公開研究会のテーマ
は、井伊家10代当主直幸(なおひで)が行った鷹狩り
や寺社参詣などの外出です。殿様の外出はどのよう
なものだったのか、誰がそれを支えたのかを、外出
の道筋なども含めて具体的に紹介します。

【日時】3月26日㈰13：00～16：30
【場所】能舞台正面見所　【受講料】500円
【定員】 60人（当日先着順、受付は12：30～)
【報告者】並木昌史氏（徳川美術館学芸員）
　　　　　竹内光久・北野智也（当館学芸員）

「殿様の外出―井伊家10代当主直幸に
よる鷹狩りと寺社参詣を中心に―」

【長期休館のお知らせ】12月7日㈬～同31日㈯

■ スライドトーク 
【日時】3月18日㈯14：00～（30分程度）
【解説】当館学芸員　【場所】講堂　※無料（観覧料は別途必要） 
  ※当日受付（先着50人、受付は13：30～）

特
別
公
開

▶
黒
漆
塗
橘
紋
蒔
絵
膳
椀
類

3月17日㈮～4月17日㈪
「大名の装い―井伊家伝来装束を中心に―」
　身分や立場によって服装が定めら
れていた江戸時代、一国の統治者で
ある大名も、参加する儀礼や行事、
格式に応じて、身につける装束が決
められていました。束帯や裃(かみし
も)などの礼装を中心に、大名の装い
を紹介します。

■【休館日のお知らせ】3月14日㈫～同16日㈭
■3月13日㈪までの期間および17日㈮は施設整備のため一部休室します。

3月13日㈪まで
「雛と雛道具」

彦根藩史料調査研究会

（　　　　　　　）

たんれん にな

こ

まっちゃ

けんすい

とう

めい

とう やき あか え きん さい かわ せみ ず けん

すい めい ほう さく

こ

ほう
た

やき

つゆわけ

ごろも

は た ち

ごろも

チケット情報
みずほ文化センターひこね市文化プラザ

【ひこね市文化プラザ各公演　発売初日の予約の取扱い】
※電話予約・インターネット予約のみの受付となります。
※窓口でのチケット引き取り・販売は翌開館日から承ります。

◎表記の価格は全て税込価格です。
◎入場制限のある公演は、託児サービスを実施します。
　子ども1人1,000円。各ホールまで事前予約が必要です。

3月の休館日：6日㈪、13日㈪、20日㈪ 、27日㈪

申込・お問い合わせ先　
みずほ文化センター☎43-8111（9:00～17:00）
3月の休館日：7日㈫、14日㈫ 、22日㈬ 、28日㈫

【ひこね市文化プラザ・みずほ文化センターでは、次の感染症対策を実施しています】▶館内設備の定期消毒　▶手指消毒液の設置
▶飛抹飛散防止カーテンの設置　▶非接触型体温計の常備　▶新型コロナウイルス感染拡大防止システム「もしサポ滋賀」の表示の設置

申込・お問い合わせ先  チケットセンター ☎27-5200 (9：00～19：00)
チケットはインターネットでもご購入いただけます。https://bunpla.jp/

　　　　　

4月29日（土・祝） 14:00 グランドホール
ひこね市民大学特別講座

3月11日㈯ 14：00 多目的ホール
石原詢子コンサート 2023

【発売中】指定

デビュー35周年・芸道生活50年
を迎え、名実ともにますます充実
した活動を続ける「石原詢子」の
魅力あふれるコンサート。
小学生以上 託児あり（有料・要予約）6月3日㈯ 14:30 グランドホール

HIMARI　吉田恭子 親子Duoコンサート

【発売中】 一般1,500円、 友の会1,200円　指定
～今あなたに届けたい～

前売：3,000円　当日：3,500円
BS朝日「ウチ、断捨離しました！」でおなじみ、断捨
離の提唱者である、やましたひでこによる講演会。
自分とモノの関係を問い直し、暮らし・自分・人生
を整えませんか？

小学生以上

託児あり（有料・要予約）

【3月11日㈯ 9:00～予約開始】
　友の会4,000円、 高校生以下2,000円
【3月18日㈯ 9:00～予約開始】
　一般4,500円、 高校生以下2,000円

指定

今、世界が注目する11歳の天才ヴァイオリニスト
のHIMARIとその母親であり、テレビやラジオ等
の出演も多岐にわたる日本のトップヴァイオリニ
スト吉田恭子によるデュオコンサートを開催！

小学生以上

託児あり（有料・要予約）

3月4日㈯ 14：00 多目的ホール

【発売中】 

彦根亭　みずほ寄席 vol.47 

前売：500円　当日：600円

＜出演＞笑福亭松五、笑福亭呂好、
ふじいもやし、ブルーウェーブ

小学生以上 託児あり（有料・要予約）

自由

やましたひでこ講演会
「断捨離で日々是ごきげんに生きる知恵」

R

R


